
春日市立春日南中学校 

 ＜学校教育目標＞ 
 総合的な人間力を培い、地域の担い手となる生徒の育成 
      －地域貢献から地域参画への転換－ 
 
＜生徒と教師の共通目標＞ 
    みんなで一緒に「夢」を追いかけてみないか？ 
 

文責 校長：山﨑明彦、教頭：大津圭介 

校長室から （１３） 

  「良い結果」も大切！、でも、もっと大切なのは結果に至る「過程」なのです！  

  何かをすれば必ず結果がでます。良い結果、悪い結果、いずれにしても大切な事は、自分の夢や目標に向かって『ど

れだけ努力したか』ではないでしょうか。  

  もし、悪い結果、失敗に終わったとしても、その人がその過程で『一生懸命の努力』があるならば、その失敗は、自分

自身の未来の生き方に必ず生きると信じています。まさに人間的成長を遂げさせるものこそ、結果に至る過程をどのよ

うに行動したかが大切になると思うのです。   

  いよいよ学校生活の1年間のゴールが目の前に見えてきました。あなたたちはこの1年間で、どんな「良い結果」や

「悪い結果」があなたの目の前を通り過ぎていったでしょうか。そして、何よりもその結果に至る過程でどれだけの一生

懸命な努力が出来たでしょうか？ぜひ、この1年間の、自分自身の様々な結果に至るまでの自分自身の過程を振り返っ

てほしいと思います。3年生の受験も、公立高校の一般入試を残すだけとなりました。自分としては最後の最後まであき

らめずに合格目指して勉強しても、結果は不合格であったという経験をした人もいると思います。でもね、そんな経験を

した人こそ胸を張ってほしいのです。いい加減な努力で合格通知を手にした人よりもはるかに人間的な成長を遂げるこ

とが出来ると信じています。だって確かに結果は×かもしれませんが、そこに至るまでの過程は◎なんですから！目標に

向かって果敢にチャレンジした一生懸命な努力と行動こそ、未来の確かなあなたを創る礎となるはずです。 

  どうか『結果に至るまでの過程の大切さ』を自分の心の片隅に置きながら4月からの新しい学校生活で様々なこと

にチャレンジして欲しいと思います。そのためにも次の言葉をあなたたちに贈ります。 

『よいと思った事は、まず行動せよ。行動しないで失敗を避けるより、行動して失敗する方がはるかに尊いし、失敗は次

の機会に生きる』、『成功の反対は？成功の反対は失敗ではない。成功の反対は、何もしないこと・・』 

  そして何よりも、結果に至る過程を大切にして行動するはじめの一歩は『失敗を恐れず行動する』ことだと思います。

『負けを知らない勝利者はいない！、失敗をしない名選手はいない！、失敗こそ偉大である！』 

  春日南中学校の生徒、教師が共に目指す目標は『みんなで一緒に『夢』を追いかけてみないか？』です。 

  4月から始まる新しいスタート、みんなで一緒にそれぞれの夢を追いかけていきましょう。どんどん失敗して、その一つ

一つを乗り越えていきましょう。失敗して苦しんでいる人がいたならば、みんなで励ましの声を掛け合っていきましょう！

そんな姿が日常的に見られる春日南中学校にしていきたい！。これこそ、校長の夢でもあります・・。 
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３月 ２日 新入生物品販売 ４月 ７日 始業式、赴任式 

３月 ７日 公立入試（８日：個性重視の特別試験 ） ４月１２日 入学式 

３月 ９日 ３年生修了式・同窓会入会式  ４月１４日 標準学力検査 

３月１０日 卒業証書授与式 ４月２１日 授業参観、学級・学年懇談、PTA総会 

３月２３日 生徒総会       PTA委員総会、PTA地域委員会 

３月２４日 修了式・離任式 ５月２１日 体育祭 

２月８日～１５日までの間に実施しました、「令和４年度後期コミュニティ・スクール進捗状況評価」の結果考察につい

て、以下にお示しします。有効回答数１４５だったので、質問内容や判断が難しかったところもあったかとは思います。保

護者や地域の皆様のご協力に感謝いたします。 

評価が高かった項目(４段階評価で平均３以上) 

 地域は、学校の教育活動に協力的ですか。 
学校と保護者・地域の三者による協働の取組が進められて

いますか。 

 保護者（ＰＴＡ）は、学校の教育活動に協力的ですか。 
学校は、地域の行事や活動等を子どもに知らせる環境を整

備していますか。 

 管理職や教職員は、地域の行事や活動等に協力的ですか。 学校は、教育情報を保護者・地域へ発信していますか。 

地域コーディネーターは、学校と地域とのつなぎ役になってい

ますか。 

学校運営協議会は、協議の内容等を保護者や地域、教職員

へ発信していますか。 

保護者や地域による学校支援等（含む、小学校での放課後子ど

も教室）の取組が進められていますか。   

学校は、学校関係者評価結果等を保護者や学校運営協議会

委員へ発信していますか。 

子どもによる地域行事への参加・参画等の取組が進められてい

ますか。 

 
 

放課後自習室の様子 

令和４年度のコミュニティ・スクールとしての成果は、次の２点
です。 

１点目は、放課後自習室の創設による保護者による学校支援の

広がりです。(右写真) 

２点目は、生徒たちの学校での生活や地域活動の様子などを

学校だより、ＨＰ、Ｔｗｉｔｔｅｒなどで情報発信することを充実させた

ことで、 学校以外で子どもの学びや体験・交流の場づくりへの保

護者の関心につながったり、地域の行事や活動等への子どもの参

加を保護者が促すことにつながったりしたことです。 

課題は、現在の自習室の支援を保護者だけでなく、地域や大学

生にも学校支援の輪を広げていくことや、部活動の地域移行に向

けて、地域と連携協働するための情報収集・情報発信をしていく

ことです。 

〈編集後記〉  

２年生の修学旅行も終わり、３年生の卒業まで残すところあと１か月を切りました。 新型コロナウイルス感染症よりも

インフルエンザの罹患者が増えています。今後も、保護者や地域の皆様におかれましては引き続きご自愛くださいませ。 

３・４月の主な学校行事 ２月２２日現在 


